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Ｐ１００１１ 

平成２２年度実施方針 

 

エネルギー対策推進部 

 

１．件 名：プログラム名 エネルギーイノベーションプログラム 

   （大項目）次世代型ヒートポンプシステム研究開発 

 

２．根拠法 

 独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構法第１５条第１項第一号ロ及び第１

５条第１項第一号ハ 

 

３．背景及び目的・目標 

 近年、我が国での家庭・業務などの民生部門における最終エネルギー消費は、全体の

３割強を占め、産業、運輸部門に比べて増加が著しい。その民生部門におけるエネルギ

ー消費の内訳は冷暖房・給湯用が家庭部門で６割、業務部門で５割を占めており、これ

らの削減が極めて重要である。また、最終エネルギー消費の５割を占めている産業部門

においても、工場空調、加湿、乾燥などの分野でのエネルギー削減が重要である。ヒー

トポンプの高効率化は、「Cool Earth-エネルギー革新技術計画」の中でこれら消費エネ

ルギーの削減に資する重要課題として位置づけられ、さらに「新成長戦略（基本方針）」

（２００９年１２月３０日閣議決定）の中でも、その重要性・必要性について言及され

ている。 

 しかしながら、「Cool Earth-エネルギー革新技術計画」の技術ロードマップでの効率

の目標※を達成するためには、機器単体の開発だけでは困難とされている。そこで、本事

業では、個別要素技術の開発のみならず、多様な熱源の活用や、建築物や設置場所など

を十分配慮して、利用側の要求に対し高効率に作動することができる革新的なヒートポ

ンプシステムを開発する。 

 

※目標：「超高効率ヒートポンプ」は２０３０年に現状比１．５倍、２０５０年に現状比２倍。 

「蒸気生成ヒートポンプ」では、２０２０年頃にＣＯＰ４．０ 

 

［委託、共同研究事業（ＮＥＤＯ負担率：２／３）］ 

 最終目標（平成２４年度） 

 本事業は、適用対象を家庭用、業務用、産業用とし、特に家庭用および業務用を重視す

る。いずれの適用対象についても、現状システムに比べて、１．５倍以上の効率を有する

ヒートポンプシステムを実現するための基盤技術開発を行うとともに、その性能を実機に



2 
 

より確認する。ただし、産業用における高温を生成するヒートポンプシステム（１２０℃

級を生成するシステム）に関しては、現状システムに比べて、１．３倍以上の効率を有す

ることができればよいこととする。なお、これまでに実現されていない高温を生成するヒ

ートポンプシステム(１８０℃級を生成するシステム)に関しては、現状加温システム（ボ

イラシステムなど）以上の効率が見込めるものとし、システムの実現可能性の可否も含め

た技術課題を明確にすることを目標とする。 

 

４．事業内容 

４．１ 平成２２年度（委託、共同研究）事業内容 

（１）実施内容 

適用対象（家庭用、業務用、産業用）における現状のヒートポンプシステムに比べて、

１．５倍以上の効率を有するヒートポンプシステムの具体的なシステム構成とシステ

ムの性能評価方法とを提示し、シミュレーション等により性能評価を実施する。 

産業用における高温を生成するヒートポンプシステム（１２０℃級熱を生成するシス

テム）に関しては、現状システムに比べて１．３倍以上の効率を有するシステムの具

体的なシステム構成とシステムの評価方法とを提示し、シミュレーション等により性

能評価を実施する。 

また、これまでに実現されていない高温を生成するヒートポンプシステム(１８０℃

級を生成するシステム)に関しては、現状加温システム（ボイラシステムなど）以上の

効率が見込めるシステムについて、システム構成と具体的な技術課題とについて検討

する。 

 

４．２ 平成２２年度事業規模（委託、共同研究） 

需給勘定  ３８０百万円（新規） 

事業規模については、変動があり得る。 

 

５．事業の実施方式 

５．１ 公募 

（１）掲載する媒体 
「独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（以下「ＮＥＤＯ」という）ホ

ームページ」及び「e-Rad ポータルサイト」で行う。 
 
（２）公募開始前の事前周知 

公募開始前１ヶ月前にＮＥＤＯホームページで行う。本事業は、e-Rad 対象事業であ

り、e-Rad 参加の案内も併せて行う。 
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（３）公募時期、公募回数 
平成２２年３月に行う。 

 
（４）公募期間 

原則、３０日間とする。 
 
（５）公募説明会 

川崎において開催する。 
 

５．２ 採択方法 

（１）審査方法 
e-Rad システムへの応募基本情報の登録は必須とする。 
委託および共同研究事業者の選定・審査は、公募要領に合致する応募を対象にＮＥＤ

Ｏが設置する審査委員会（外部有識者で構成）で行う。審査委員会（非公開）は、提

案書の内容について外部専門家（学識経験者、産業界の経験者等）を活用して行う評

価（技術評価及び事業化評価）の結果を参考とし、本事業の目的の達成に有効と認め

られる委託および共同研究事業者を選定した後、ＮＥＤＯはその結果を踏まえて委託

および共同研究事業者を決定する。 
申請者に対して、必要に応じてヒアリング等を実施する。また審査委員会は非公開の

ため、審査経過に関する問合わせには応じない。 
 

（２）公募締切から採択決定までの審査等の期間 
４５日以内とする。 

 
（３）採択結果の通知 

採択結果については、ＮＥＤＯから申請者に通知する。なお不採択の場合は、その明

確な理由を添えて通知する。 
 
（４）採択結果の公表 

採択案件については、申請者の名称、研究開発テーマの名称・概要を公表する。 
 

６．その他の重要事項 

（１）評価の方法 

ＮＥＤＯは、平成２３年１月頃にステージゲート評価を実施し、次年度以降へ移行す

るにあたり、研究開発の進捗をふまえ、必要に応じて、目標及び実施体制を見直すこ

ととする。 
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（２）運営・管理 

本研究開発については、必要に応じて設置される技術検討委員会等における外部有識

者の意見を運営管理に反映させる他、四半期に一回程度プロジェクトリーダー等を通じ

てプロジェクトの進捗について報告を受けること等を行う。 

 

６．２ 複数年度契約の実施 

平成２２年度内にステージゲート評価を実施し次年度以降継続するテーマを選定す

る計画のため、平成２２年度の単年度契約を行う。 
 

７．スケジュール 

７．１ 本年度のスケジュール 

 平成２２年３月 下旬・・公募開始 

      ５月 上旬・・公募締め切り 

      ６月 上旬・・契約・助成審査委員会 

      ６月 中旬・・採択決定 

 平成２３年１月 下旬・・ステージゲート評価 

 

８．実施方針の改訂履歴 

（１）平成２２ 年 ３月、制定。 

（２）平成２２ 年 ９月、採択決定に伴う体制図の追加。 
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（別紙）「次世代型ヒートポンプシステム研究開発」実施体制図 

 

  

ＮＥＤＯ

委託

【実施体制図】

No,１
テーマ名 ：デシカント・蒸気圧縮式ハイブリッド型

ノンフロストヒートポンプの研究開発

委託

（独）産業技術総合研究所

１. 吸着材の水蒸気吸着/脱着特性
の検討と最適な多孔質構造の提案

（デシカント材の平衡吸着量評価）
（デシカント材の設計）

東京電力(株)

４. 商品化に向けた市場分析及
び環境試験室での性能評価

新日本空調（株）

２. 省エネ化のためのシステ
ム検討
（エアコンシミュレーション
モデルの構築）

再委託

委託

東京大学

１. 吸着材の水蒸気吸着/脱着特性の
検討と最適な多孔質構造の提案

２. 省エネ化のためのシステム検討
３. ハード構成の研究

【実施体制図】

No,２
テーマ名 ： 次世代型ビル用マルチヒートポンプシステムの

革新的省エネ制御の研究開発

ＮＥＤＯ

委託

中部電力(株)

２. 革新的省エネ制御の効果試算
３. 空調試験室での部分負荷性能
試験

三重大学

３. 空調試験室での部分負荷性
能試験

日本設計（株）

1. 業務用ビルの選定と空調
負荷計算、年間運転シミュ
レーション

ダイキン工業(株)

２. 革新的省エネ制御の効果試算
（機器による特性試算）
３. 空調試験室での部分負荷性能試験
（機器による性能試験）

委託 委託

再委託
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ＮＥＤＯ【実施体制図】

No.3
テーマ名 ：地中熱を軸にしたハイブリッド熱源

CO2ヒートポンプ温水暖房システムの研究開発

【実施体制図】

No.4
テーマ名 ：都市域における下水管路網を活用した下水熱

利用・熱融通技術

ＮＥＤＯ

委託

中央復建コンサ
ルタンツ(株)

１. 下水管路を活用
できる熱交換器の
仕様作成

大阪市立大学

３. 地中埋設下水管の
動的伝熱計算法の
開発

４. 下水管の流量･温
度推定法および温
度計測

（株）総合設備
コンサルタント

３. 地中埋設下水
管の動的伝熱
計算法の開発
（検証手法の確
立）

４. 下水管の流量･
温度推定法お
よび温度計測
（検証手法の確
立）

委託
委託

委託

サンデン(株)

１. 基本システムの検証
(原理検証用環境条件設定)
（固定条件での効率比較評価）

大和ハウス工業(株)

１. 基本システムの検証
（原理検証用環境条件設定）
（仮想採熱量の検証）

早稲田大学

１. 基本システムの検証
（原理検証用環境条件設定）
（冷凍サイクルシミュレーショ

ンソフト開発）

委託
委託

関西電力(株)

５. 下水熱利用給湯・
冷温水供給システム
の構成検討

（株）NTTファシリ
ティーズ総合研究所

５. 下水熱利用給湯・
冷温水供給システム
の構成検討
（年間排熱施設の排
熱処理と活用方法の
検討）

（株）トヨックス

１. 下水管路を活用
できる熱交換器の仕
様作成
（下水管組込型熱交
換器の試作）
（後付型・投入型熱
交換器の試作）

三菱重工業（株）

５. 下水熱利用給
湯・冷温水供給シス
テムの構成検討
（下水管路の排熱
条件に適した給湯・
冷温水ヒートポンプ
システムの構成検
討と基本性能確認）

再委託

委託

再委託 再委託
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ＮＥＤＯ

共同研究 2/3

【実施体制図】

No.５
テーマ名 ：実負荷に合わせた年間効率向上ヒートポンプシステムの研究開発

日立アプライアンス(株)

No.６
テーマ名 ： 高密度冷熱ネットワークの研究開発

共同研究 2/3

(株)日立製作所

ＮＥＤＯ

委託

【実施体制図】

東京電機大学

委託

東洋熱工業(株)

１. 高密度冷熱ネットワークに必要と
される条件の検討

２. 高密度冷熱ネットワークの搬送
システム開発

１. 高密度冷熱ネットワークに必要と
される条件の検討

２. 高密度冷熱ネットワークの搬送シ
ステム開発

１. ヒートポンプシステムの研究開発 ２. 圧縮機の研究開発
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ＮＥＤＯ【実施体制図】

No.７
テーマ名 ：多様な未利用熱の活用を可能とした最適熱源切換型

高効率高温循環ヒートポンプシステムに関する研究開発

No.８
テーマ名 ：地下水制御型高効率ヒートポンプ空調システム

の研究開発

委託

(株)前川製作所

１. 循環加温型ヒートポンプの研

究開発
４－１. システム性能評価手法
の研究開発

早稲田大学

３. エネルギーシステム統合解
析シミュレータの開発と、
トータルエネルギーマネジメ
ントシステムの構築

４－３. システム性能評価手法
の研究開発

大成建設(株)

２. 未利用熱活用技術の研究開
発

４－１. システム性能評価手法の
研究開発

委託
委託

ＮＥＤＯ【実施体制図】

委託

清水建設(株)

１. 全体システムの高効率化
２. 水質制御技術の研究開発
３. 実証実験による実証
４. 商用実機の性能・経済性

信州大学

１. 全体システムの高効率化
３. 実証実験による実証
４. 商用実機の性能・経済性

（独）産業技術総合研究所

４. 商用実機の性能・経済性
（日本における当該技術の適用可能

地域検討）

再委託

委託
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No.９
テーマ名 ： 人の分布・温冷感をセンシングして、

局所気流を最適制御する次世代型空調システム

ＮＥＤＯ

委託

【実施体制図】

芝浦工業大学

委託

ダイキン工業(株)立命館大学

１. 温冷感推定技術の開発

２. 局所空調気流制御技術の
開発

２. 局所空調気流制御技術
の開発

５. 検証システムの構築

４. 省エネルギー性評価

委託


